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第１回 双葉町復興町民委員会 高齢者等福祉部会 資料 

 高齢者等福祉に係る取組と課題  



１．不自由な避難生活の改善に向けた取組 

高齢者等福祉に係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

取組の現状と課題 

①個別訪問等による見守り 
 健康調査訪問のほか、単独世帯・高
齢者世帯等の家庭訪問を行い、見守り
を実施。（１３） 

［現状］定期的・継続的な個別訪問を実施 
     各種団体、避難先自治体とも連携 
［課題］健康状態の把握、生活実態状況の確 
     認が困難 
     避難先自治体の協力が必要 
      関係機関との情報共有と連携 

②サポートセンターでの健康支援 
 避難者が多い複数の地域にサポート
センターを設置し、健康支援、生活相談
などの事業を実施。（１４）（１５） 

［現状］全国３か所に開設済み 
     （いわき市、郡山市、加須市） 
［課題］利用者が固定化している傾向 
     借上げ住宅の高齢者利用 
     復興公営住宅のサポートセンターの 
     あり方に配慮した事業展開 

③包括支援センターによる介護予
防 
 健康教室（介護予防教室）の開催など、
生活支援相談員等による介護予防事業
を展開。（１４）（１５）（１８） 

［現状］県内３か所に出張所を開所済み 
     （福島市、白河市、南相馬市） 
［課題］生活支援相談員の増員確保 
     会場の確保と参加者の送迎 
     借上げ住宅の高齢者利用 



取組の現状と課題 

④心のケア支援プログラムを継続     
 避難生活による精神的ストレス等健
康被害を抱える方の支援のため、周期
的な相談、病院紹介等を実施。（１６） 

［現状］町民の情報を把握し、電話相談や家 
     庭訪問などを実施 
［課題］関係者間のネットワーク構築 
     専門職種との連携 

⑤高齢者や障害者への緊急通報
システム体制の活用 
 緊急時の安否確認を迅速に行うため、
緊急通報システム体制を活用。（１７） 

［現状］緊急時に最寄りの消防署や親近者に 
     通報される 
     委託事業者が毎週見守りの電話連絡 
［課題］システム体制の利活用 

⑥保健師等の人材の恒久的確保 
 保健師等の人材を恒久的に確保し、
町民の健康管理を適切に実施していく
体制を構築。（１８） 

［現状］派遣要請と採用による人材確保 
     保健師連絡会による連携強化 
［課題］臨時職員の定着が無く発展的な事業 
     展開が困難 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
ア．健康を維持向上させるためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
イ．アを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
ウ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 

高齢者等福祉に係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 



２．町民の生活再建の実現に向けた取組 

取組の現状と課題 

①長期的な健康管理のフォロー
アップ体制の構築 
 健康手帳を活用した検査結果の保管
を推進し、長期的な健康管理のフォロー
アップ体制を構築。（３３） 

［現状］ 検査結果票や広報誌等で、検査結果 
     の健康手帳への綴じ込みを勧奨 
     健康手帳の活用法を、広報紙、総合 
     健診案内、検診結果通知などで周知 
［課題］健康手帳の活用状況の把握 

②定期的な健康診断の実施 
 全国どこに避難していても、原発事故
に起因する健康管理への支援が受けら
れるよう、取組み。（３６） 

［現状］総合健診と県民健康診査が同時受 
     診できるよう体制整備を図る 
     スムーズな受診体制づくり 
［課題］受入医療機関の拡充 
     未受診者の早期把握 
     健診の重要性の啓発強化   

③避難先自治体と連携し、避難先
での保健・医療・福祉サービスの適
切な提供を確保 
 全国どこに避難していても、原発事故
に起因する健康管理への支援が受けら
れるように取組み。（３７）（３８） 

高齢者等福祉に係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 

［現状］情報提供により現状をより把握 
     健診期日、会場の拡充 
     避難先の健康検査サービス等の拡充 
     健康管理システムの活用 
［課題］集団検診会場の確保 
     協定事業の拡充 
     各種サービスの周知  



取組の現状と課題 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
エ．保健・医療・福祉体制を確保するためには、どのような方策が有効とお考えですか？ 
オ．エを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
カ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 

④医療・介護施設の充実へ支援 
 避難者が多い受入自治体については、
受入自治体の負担とならないよう、当該
自治体における医療・介護施設の充実
や、介護スタッフの人材確保等のため
の取組み。（４２） 

［現状］国・県への要望 
     社会福祉法人への支援 
［課題］いわき市の現状把握 
     社会福祉法人の事業展開の支援 
     介護スタッフの人材確保  

高齢者等福祉に係る町の取組 
【復興まちづくり計画（実施計画）との対応入り】 



３．町外拠点における保健・医療・福祉体制の確保 

取組の現状と課題 

①双葉町外拠点における保健・医
療・福祉体制の確保 
 双葉町外拠点の整備にあわせて、新
たな医療・福祉施設が整備されるよう協
議。 

 受入自治体における保健・医療・介護
施設の充実に支援要請。 

 介護サービスと住宅の一体整備など
高齢者にやさしい施設整備を要請。 
（７０）（７１）（７２）（７３） 

［現状］いわき市勿来地区の復興公営住宅に 
     は診療所、高齢者等サポート拠点を 
     設置      
     「せんだん」事業再開を支援 
     地元医療機関と福祉施設と連携 
［課題］関係機関との調整 
     「せんだん」の人材確保 
     福祉施設の運営 
     診療所への保健機能追加 
     介護事業の取り扱い 

あなたはどうお考えですか？（ご議論いただきたい点） 
キ．診療所、高齢者等サポート拠点の有効利用を図るには、どのような方策が有効とお考 
  えですか？ 
ク．キを踏まえ、新規実施、拡充、または長期継続が必要な事業はどのようなものですか？ 
ケ．現状の課題解決のため、行政が取り組むべきことは何だと思いますか？ 

高齢者等福祉に係る町の取組 
【復興まちづくり計画（事業計画）との対応入り】 


